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1．地域の現状 

1.1 人口動態等 

(1) 人口の推移 

平成 2 年からの総人口の推移は、平成 2 年から毎年減少し続けており、令和 2 年には約 3.2 万

人となっています。平成 2 年からの 30 年間で、8.7 千人・22％の減少がありました。特に、平成

27 年から令和 2 年の人口変化率は 94.2％と、この 30 年間で最も減少した結果となりました。 

 

図 1-1 綾部市の人口の推移 

出典：国勢調査            

※人口変化率は各年の 5 年前の人口に対する変化率            

 

(2) 年齢３区分別人口割合の推移 

老年人口は平成 2 年の 20.8％から令和 2 年は 39.0％と大きく増加しました。一方で、年少人口

や生産年齢人口は減少しており、少子高齢化が進行しています。 

従属人口指数は、平成 2年の 60.9 から令和 2 年は 100.1 と大きく増加しました。生産年齢人口

1 人が、子どもや高齢者 1 人を支える構造となり、1 人当たりの負担が高まっています。 

 

図 1-2 綾部市の年齢３区分人口割合の推移 

出典：国勢調査            

※従属人口指数は、生産年齢人口 100 人が、年少人口と老年人口を何人支えているかを示す比率            
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(3) 性別年齢別人口の推移 

平成 2 年の人口を 100 とした場合の性別・年齢 3 区分別人口の変化指数をみると、令和 2 年の

総数は男性が 78.4、女性が 77.1 と、性別による大きな差はありません。一方、生産年齢人口は男

性が 65.7、女性が 59.5 と女性の減少が大きくなっており、老年人口は男性が 154.2、女性が 140.2

と男性の増加が大きくなっています。 

 

 

図 1-3 男女別年齢３区分人口の推移 

出典：国勢調査        
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(4) 地区別の人口の状況 

地区別人口では、綾部地区の人口が最も多く、令和 2 年で 1.1 万人となっています。次に多い

のは中筋地区で 0.6 万人、更に豊里地区の 0.4 万人と続きます。 

平成 2 年から増加している地区は、吉美地区と中筋地区です。 

吉美地区は、平成 2 年の 1.6 千人から令和 2 年の 2.2 千人へ増加しました。これは、吉美地区

内のあやべ桜が丘団地分譲等の影響です（平成 12 年から分譲開始、これまでに 430 区画以上の成

約、新築促進補助金制度の実施）。 

また中筋地区は、平成 2 年の 5.5 千人から令和 2 年の 5.9 千人へ増加しました。これは、上延

土地区画整理事業の影響が想定されます（事業期間は平成 4 年～17 年、事業面積は約 6.6ha）。 

一方で人口が少ない地区は奥上林地区です。令和 2 年で 3.8 百人となっています。次に少ない

のが口上林地区の 6.9 百人、更に中上林地区の 9.0 百人と続きます。いずれも平成 2 年から減少

しています。 

 

 

 

図 1-4 地区別人口の推移 

出典：国勢調査            
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＜綾部地区＞ 

 
 

＜中筋地区＞ 

 

 

＜吉美地区＞ 

 

 

＜西八田地区＞ 

 

出典：国勢調査 
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＜東八田地区＞ 
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＜豊里地区＞ 

 

出典：国勢調査 
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＜物部地区＞ 

 

 

＜志賀郷地区＞ 

 

 

＜中上林地区＞ 

 

 

＜奥上林地区＞ 

 

出典：国勢調査 
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(5) 地区別人口密度の推移 

地区別の人口密度は、綾部地区が最も高く、次に中筋地区、更に吉美地区と続きます。ただし、

平成 17 年までは、吉美地区よりも豊里地区のほうが高い状況にありました。 

一方、地区別人口密度の低い地区は、奥上林地区、中上林地区、口上林地区です。いずれの地

区も地区面積が広い点と、人口が少なく減少も続いている点が特徴として挙げられます。 

 

 

 

図 1-5 地区別人口密度の推移 

出典：国勢調査            
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奥上林 73.82 382 12.50 11.57 10.61 9.20 7.80 6.48 5.17
佐賀 5.49 - - - - - - - -

(範囲内を拡大) 



10 

(6) 自然動態及び社会動態 

平成 27 年からの出生数・死亡者数の推移をみると、令和元年以外は概ね横ばいで推移しており、

毎年 300 人程度の自然減となっています。 

 

図 1-6 自然増減の推移 

出典：あやべ統計書            

 

平成 27 年からの転入・転出者数の推移をみると、年によって転入者数や転出者数に変動はある

ものの、すべて社会減（転出超過）となっています。直近の令和 2 年はマイナス 65 人と転出超過

ではあるものの、例年よりも比較的少ない状況にありました。 

 

図 1-7 社会増減の推移 

出典：あやべ統計書            
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(7) 高齢化の状況 

綾部市の高齢化率（65 歳以上の割合）は、令和 2 年時点で約 39.0％です。平成 27 年から比較

すると、約 2.1 ポイント上昇しています。 

地区別の高齢化率では、平成 12 年から 50％を超過している地区があります（奥上林地区）。令

和 2 年になり、山家地区と志賀郷地区が、新たに 50％以上を超過した地区になりました。 

 

表 1-1 地区別の高齢化率の推移 

 
出典：国勢調査     

 

 

図 1-9 地区別の高齢化率の推移 

出典：国勢調査        
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図 1-10 地区別（小地域別）の 65 歳以上人口割合（令和 2 年） 

出典：令和 2 年国勢調査     

※空白の地域は、人口が著しく少なく 

 

 

図 1-11 地区別（小地域別）の 65 歳以上人口割合の変化（平成 27 年－令和 2 年） 

出典：平成 27 年および令和 2 年国勢調査     
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図 1-12 地区別（小地域別）の 75 歳以上人口割合（令和 2 年） 

出典：令和 2 年国勢調査     

 

 

図 1-13 地区別（小地域別）の 75 歳以上人口割合の変化（平成 27 年－令和 2 年） 

出典：平成 27 年および令和 2 年国勢調査     
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1.2 地域経済 

(1) 綾部市民の15歳以上就業者数の推移 

綾部市民の就業者数（常住地による就業者数）は、平成 2 年から毎年減少し続けており、令和

2 年には約 1.5 万人となっています。平成 2 年からの 30 年間で、約 7.0 千人・32％の減少があり

ました。 

 

図 1-14 常住地による 15 歳以上就業者数の推移 

出典：国勢調査            

 

(2) 綾部市内の15歳以上従業者数の推移 

綾部市内の従業者数（従業地による就業者数）は、平成 7 年から毎年減少し続けており、令和

2 年には約 1.6 万人となっています。平成 2 年からの 30 年間で、約 5.0 千人・23％の減少があり

ました。 

 

図 1-15 従業地による 15 歳以上就業者数の推移 

出典：国勢調査            
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(3) 観光 

平成 27 年からの観光入込客数と観光消費額の推移をみると、観光入込客数は減少傾向にあるも

のの年間 60 万人ほどの方が綾部市に訪れていました。また、観光消費額も令和元年で 6.5 億円程

度の状況にありました。但し、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、令和 2 年では、観

光入込客数も観光消費額も大きな減少となりました。 

 

 

図 1-16 綾部市の観光入込客数の推移 

出典：京都府統計書         
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1.3 土地利用や施設立地状況 

(1) 都市計画区域、用途地域 

綾部市は、市域（34,710ha）の約 56.3％が都市計画区域に指定され、JR 綾部駅周辺や綾部工業

団地等の市街地において、適正な土地利用を誘導するために用途地域を指定しています（都市計

画区域の約 3.8％）。また、用途地域指定区域外では特定用途制限地域を指定し（都市計画区域の

約 96.2％）、緩やかな土地利用規制を行っています。 

用途地域の指定状況は、商業系が約 7.4％、住居系が約 51.1％、工業系が約 41.5％となってい

ます。 

 

図 1-17 用途地域指定状況（令和 2 年度） 

出典：綾部市立地適正化計画（資料編）より抜粋    

 

表 1-2 用途地域別面積（令和 2年度） 

 
出典：綾部市立地適正化計画（資料編）より抜粋     
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(2) 生活サービス施設の徒歩圏カバー状況（医療施設・福祉施設・商業施設） 

日常生活に必要な医療、福祉、商業などの生活サービス施設の徒歩圏（施設から半径 800ｍ）の

平成 27 年における人口密度は、用地地域指定区域内で 38～40 人/ha、用途地域指定区域外では 11

～21 人/ha となっています。 

 

表 1-3 生活サービス施設周辺の人口密度 

 
出典：綾部市立地適正化計画（資料編）より抜粋          

 

 

図 1-18 医療施設の徒歩圏カバー状況 

出典：綾部市立地適正化計画（資料編）より抜粋    
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図 1-19 福祉施設の徒歩圏カバー状況 

出典：綾部市立地適正化計画（資料編）より抜粋    

 

 

図 1-20 商業施設の徒歩圏カバー状況 

出典：綾部市立地適正化計画（資料編）より抜粋    
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1.4 人の動き 

(1) 通勤・通学流動 

綾部市民の通勤先は、綾部市内が 7 割程度を占めます。市内以外では、福知山市への通勤が多

い傾向にあります。 

・ 綾部市民の通勤先は、大半が綾部市内で 72.2％を占めています。市内以外は、福知山市が

最も多く 17.4％、次いで舞鶴市が 5.0％、京丹波町が 0.8％となっています。 

・ 綾部市で働いている人の居住地は、大半が綾部市内で 66.7％を占めています。市内以外は、

福知山市が 16.8％、舞鶴市が 9.3％、京丹波町が 1.7％となっています。 

 

綾部市民の通学先は、綾部市内が 5 割程度を占めます。市内以外では、福知山市への通学が多

い傾向にあります。 

・ 綾部市民の通学先は、大半が綾部市内で 47.4％を占めています。市内以外は、福知山市が

最も多く 29.6％、次いで舞鶴市が 7.8％、京都市が 4.9％となっています。 

・ 綾部市に通学している人の居住地は、大半が綾部市内で 56.3％を占めています。市内以外

は、福知山市が 23.2％、舞鶴市が 15.3％、京都市が 1.1％となっています。 

 

表 1-4 通勤先 

  

出典：平成 27 年および令和 2 年国勢調査 

 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

16,211 100.0% 15,282 100.0% 17,423 100.0% 16,537 100.0%

11,697 72.2% 11,027 72.2% 11,697 67.1% 11,027 66.7%

福知山市 2,748 17.0% 2,659 17.4% 2,783 16.0% 2,782 16.8%

舞鶴市 795 4.9% 770 5.0% 1,492 8.6% 1,535 9.3%

京丹波町 153 0.9% 129 0.8% 273 1.6% 281 1.7%

南丹市 45 0.3% 39 0.3% 109 0.6% 128 0.8%

京都市 99 0.6% 87 0.6% 95 0.5% 81 0.5%

その他京都府 129 0.8% 186 1.2% 278 1.6% 275 1.7%

京都府計 3,969 24.5% 3,870 25.3% 5,030 28.9% 5,082 30.7%

丹波市 101 0.6% 89 0.6% 126 0.7% 119 0.7%

その他他府県 145 0.9% 150 1.0% 271 1.6% 259 1.6%

他府県計 246 1.5% 239 1.6% 397 2.3% 378 2.3%

299 1.8% 146 1.0% 299 1.7% 50 0.3%

府外

不明

令和2年

市民の通勤先 市内従業者の居住地

合計

綾部市内

府内

平成27年 平成27年 令和2年
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表 1-5 通学先 

  

出典：平成 27 年および令和 2 年国勢調査 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

1,311 100.0% 1,096 100.0% 1,119 100.0% 922 100.0%

667 50.9% 519 47.4% 667 59.6% 519 56.3%

福知山市 423 32.3% 324 29.6% 213 19.0% 214 23.2%

舞鶴市 69 5.3% 85 7.8% 144 12.9% 141 15.3%

京丹波町 1 0.1% 0 0.0% 11 1.0% 1 0.1%

南丹市 21 1.6% 21 1.9% 1 0.1% 0 0.0%

京都市 41 3.1% 54 4.9% 15 1.3% 10 1.1%

その他京都府 10 0.8% 20 1.8% 7 0.6% 6 0.7%

京都府計 565 43.1% 504 46.0% 391 34.9% 372 40.3%

丹波市 0 0.0% 0 0.0% 2 0.2% 0 0.0%

その他他府県 44 3.4% 49 4.5% 24 2.1% 17 1.8%

他府県計 44 3.4% 49 4.5% 26 2.3% 17 1.8%

35 2.7% 24 2.2% 35 3.1% 14 1.5%

令和2年

市民の通学先 市内従学者の居住地

府外

不明

合計

綾部市内

府内

平成27年 平成27年令和2年
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(2) 日常的な買い物 

綾部市民の日常的な買い物先は、市中心部の「綾部地区」に集中しています。買い物先として

多く挙がったのは、「バザールタウン綾部アスパ・ストック館」、「スーパーマツモトあやべ店」、

「フレッシュバザール綾部幸通り店」です。主要な買い物先として市外への買い物は少なく、福

知山市内の店舗へ約 34 件、舞鶴市内の店舗へ約 14 件の回答がありました。 

 

 

 

 

図 1-21 市内買い物行動の流動状況 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査 

 

表 1-6 よく行く買い物先（支店名が分からない施設も含む） 

 
出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査      

※割合が 1.0％以上の施設を記載      

※店名不明の場合は、市内店舗数に応じて按分した      

件数 割合
バザールタウン綾部アスパ・ストック館 334 43.0%
スーパーマツモトあやべ店 133 17.1%
フレッシュバザール綾部幸通り店 38 4.9%
コスモス綾部店 33 4.3%
ドラッグユタカ綾部店 24 3.1%
業務スーパー⻘野店 24 3.1%
ジュンテンドー綾部店 21 2.7%
ウエルシア綾部宮代店 20 2.6%
ココカラファイン綾部店 18 2.3%
業務スーパー綾部店 18 2.3%
三ツ丸ストア下八田店 18 2.3%
PLANT-3 福知山店 (福知山) 14 1.8%

施設名

市内
90.9%

福知山
4.4%

舞鶴
1.8%

その他
3.0%

買物先の市町村

12%
14%

1%
75%

12%
1%

8%
2%
1%
0%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩
⾃転⾞

バイク・原付
⾃動⾞（⾃分で運転）
⾃動⾞（家族が送迎）

タクシー
バス

鉄道（ＪＲ）
あやべ福祉フロンティア

その他

買物先への主な交通手段

(N=377)
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(3) 通院先 

綾部市民の通院先は、市中心部の「綾部地区」に集中しています。特に、市内各地から綾部地

区に通院しています。通院先として多く挙がったのは「綾部市立病院」、「横山医院」です。主要

な通院先として市外の病院は少なく、福知山市内の病院へ約 32 件、舞鶴市内の病院へ約 14 件の

回答がありました。 

 

 

 

図 1-22 市内通院行動の流動状況 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査  

表 1-7 よく行く病院 

 
出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査          

※割合が 1.0％以上の施設を記載          

件数 割合
綾部市⽴病院 145 35.8%
横山医院 29 7.2%
京都協⽴病院 26 6.4%
白波瀬医院 24 5.9%
佐野眼科診療所 23 5.7%
綾部ルネス病院 19 4.7%
市⽴福知山市⺠病院 (福知山) 17 4.2%
安村外科内科診療所 9 2.2%
畑内科医院 9 2.2%
京都ルネス病院 (福知山) 8 2.0%
志賀整形外科クリニック 7 1.7%
⻄村医院 7 1.7%
野間医院八田診療所 7 1.7%
柳川整形外科医院 7 1.7%
大久保医院 6 1.5%
舞鶴共済病院 (舞鶴) 6 1.5%
梅原⻭科医院 5 1.2%
舞鶴医療センター (舞鶴) 5 1.2%
あやべ協⽴診療所 4 1.0%

施設名

市内
86.2%

福知山
7.9%

舞鶴
3.5%

その他
2.5%

通院先の市町村

7%
10%

0%
62%

16%
3%

20%
3%
4%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩
⾃転⾞

バイク・原付
⾃動⾞（⾃分で運転）
⾃動⾞（家族が送迎）

タクシー
バス

鉄道（ＪＲ）
あやべ福祉フロンティア

その他

通院先への主な交通手段

(N=257)
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(4) 京都府北部地域内での移動状況 

○京都府北部地域の他市町への外出状況をみると、市町別では福知山市が最も多く、サンプル数

462 件のうちおよそ 40％が外出している。ついで多いのは舞鶴市である。その他の宮津市、京

丹後市、伊根町、与謝野町への移動量は少ない。 

○福知山市への移動目的は「買い物」が最も多く、移動する人の半数である。次いで、「通勤・通

学」が 37 件であるが１割に満たない。 

○他市町への利用交通手段は大半が自動車である。福知山市や舞鶴市など他市町とは鉄道で繋が

っているものの、鉄道利用者は少ない。 

○これらの移動に関して、バスへの代替はできないとの回答が多いが、福知山市や舞鶴市へはバ

スでの代替が可能との回答がみられる。 

 

 

図 1-23 京都府北部地域市町間の外出状況 

（左：全手段の外出状況、右：自動車利用者のうち「バス代替できる」人の外出状況） 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査 
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1.5 公共交通の状況 

(1) 市内の公共交通 

鉄道は、JR 山陰本線（高津駅、綾部駅、山家駅）が京都と福知山・山陰方面に、JR 舞鶴線（渕

垣駅、梅迫駅）が舞鶴市・若狭方面に綾部駅から連絡しています。 

バス交通は、あやバス、京都交通株式会社、福知山市営バスが運行しています。あやバスは、

平成 17 から運行を開始し、綾部市立病院、綾部駅南口などを中心に 9 路線、1 日 4～12 往復／路

線を運行しています。京都交通は福知山線として綾部駅と福知山駅、福知山市民病院を連絡し、1

日 9 往復を運行、福知山市営バスは三和バス川合大原線として辻（福知山市）と綾部駅、綾部市

立病院を連絡し、1 日 6往復を運行しています。 

 

 

図 1-24 市内の公共交通網 

※徒歩圏カバー率は、駅から半径 800m 圏域の人口を整理したものである 

出典：綾部市立地適正化計画（資料編）より抜粋 
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＜利用頻度＞ 

公共交通は鉄道、バス、タクシーともにともに「ほとんど利用していない」の割合が高く、日

常的に利用されていない状況である。また、「ほぼ毎日」、「週に 1～2 回程度」といったヘビーユ

ーザの割合も非常に低い。  

その中でも、鉄道の利用頻度は、「ほとんど利用していない」が 62%であり、他の公共交通に比

べて利用している人の割合が高い。路線バス・自主運行バス・市営バスは「週に 1～2 回程度」の

割合が高く、一定の利用者層が存在していることがわかる。 

 

 

図 1-25 公共交通機関別の利用頻度 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査          

 

＜利用目的＞ 

鉄道の利用目的は「観光・レジャー」が 33％と最も高く、ついで「通勤・通学」と「出張・仕

事・商用」の 14％となる。 

路線バス・自主運行バスでは「買い物」が 33％と最も高く、次いで「通院」の 27％と続く。 

「タクシー」はその他の目的が 47％と最も高く、特定の目的にとらわれない多様な利用が多い

といえる。 

 

図 1-26 公共交通機関別の利用目的 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査          
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(2) 鉄道 

綾部市内の鉄道駅は、高津駅、綾部駅、山家駅、渕垣駅、梅迫駅の 5 駅があります。市内 5 駅

合計の一日平均の乗客数は、平成 4年度から減少を続けていましたが、平成 21 年度から増加に転

じました。しかしながら、平成 29 年度を境に再び減少傾向が続いています。 

なお、利用者数の多い駅は、綾部駅、淵垣駅、高津駅、梅迫駅、山家駅の順となっています。 

 

 

図 1-27 綾部市内の鉄道駅の乗車人数 

出典：京都府統計書等 

 

 

図 1-28 綾部市内の鉄道駅の乗車人数の割合の変化 

出典：京都府統計書等 
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図 1-29 高津駅・山家駅・梅迫駅・淵垣駅の利用者数の推移 

出典：京都府統計書等 
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(3) 路線バス 

京都交通は福知山線として綾部駅と福知山駅、福知山市民病院を連絡し、1 日 9 往復を運行、福

知山市営バスは三和バス川合大原線として辻（福知山市）と綾部駅、綾部市立病院を連絡し、1 日

6 往復を運行しています。 

 

 

 

図 1-30 京都交通と福知山市営バスの路線図 

出典：福知山市ホームページより抜粋 

 

  

【京都交通福知山線（31 系統・32 系統）】 

綾部駅と福知山市民病院を結んでいる系統 

【福知山市営 三和バス（川合大原線）】 

綾部駅と三和支所等を結んでいる系統 
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(4) あやバス 

あやバスの乗客数は、平成 17 年の運行開始以降増加傾向にありましたが、平成 22 年度をピー

クに、その後は減少を続けており、令和元年度は 197 千人まで減少しました。また、新型コロナ

ウイルスの影響により、令和 2 年度は更に 159 千人まで減少しました。 

 

 

図 1-31 あやバスの年間乗車人数 

出典：綾部市 HP     

 

あやバスの一日平均乗客数は、平成 27 年度頃までは 600 人前後の水準で推移していましたが、

近年は減少傾向がみられます。また、平日と土休日別乗客数を比べると、平日は土休日の約 1.6～

1.7 倍の利用があり、平日利用が多いバスといえます。なお、新型コロナウイルスの影響で、令和

2 年度はいずれも減少しています。 

 

図 1-32 あやバスの平日休日別の 1 日平均乗車人数 

出典：綾部市 HP      
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＜利用者数と人口の関係＞ 

あやバスの乗客数の推移と、人口の推移を比較しました。 

あやバスの乗客数がピークであった平成 22 年を基準とした変化状況を見ると、平成 22 年以降

は、ほぼ毎年減少しており、人口の減少率以上に乗客数が減少しています。 

 

図 1-33 あやバスの乗車人数の変化率と人口の変化率（H22 基準） 

出典：あやバス）綾部市資料、人口）住民基本台帳人口      

 

 

＜路線別利用者数＞ 

あやバスの路線別利用者数をみると、利用の多い路線は上林線、志賀南北線、東西線です。一

方、利用の少ない路線は紫水ケ丘公園線、西坂線、於見市野瀬線です。 

年間の運行キロと比較すると、東西線は利用者数が多く、西坂線や於見市野瀬線は利用者が少

ない傾向にあります。 

 

表 1-8 系統別の運行概要（令和 3 年度実績） 

 

出典：綾部市資料    
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図 1-34 あやバスの１日あたり乗客数の推移 

出典：綾部市資料    

＜利用券種＞ 

あやバスの収入ベースでの利用券種をみると、最も多いのは現金利用です。次に多いのは、健

康長寿利用や回数券利用になります。 

 

図 1-35 券種別の収入割合（令和 3 年度） 

出典：綾部市資料    
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＜路線別の収入や支出（試算値）＞ 

あやバスの運賃収入は、平成 28 年度頃までは年間 4,000 万円以上ありましたが、その後は減少

傾向にあり、令和元年度で約 3,600 万円、令和 2 年度で約 2,900 万円まで下がりました。路線全

体の収支率は約 20.1％です。路線別にみると、東西線や志賀南北線は比較的数値が高い傾向にあ

りますが、西坂線や於見市野瀬線は低い傾向にあります。 

また、利用者 1 人あたり行政負担額についても、ほぼ同様に傾向にあります。 

 

図 1-36 あやバスの年間運賃収入 

出典：綾部市 HP     

 

表 1-9 利用者 1 人あたり行政負担額や収支率 

 
※運賃収入の合計：ホームページに公開されている令和 2 年運賃収入（28,594,919 円）を使用。 

 行政負担額の合計：ホームページに公開されている令和 2 年京都府補助金（57,156,000 円）と綾部市一般財源（84,882,969

円）の合計額を使用。 

路線別運賃収入：令和 2 年の路線別利用者数で、運賃収入の合計額を按分。 

路線別行政負担額：令和 3 年の路線別運行キロで、行政負担額の合計額を按分。 
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＜利用者属性・性別＞ 平成 25 年度および平成 30 年度あやバス利用状況調査より 

利用者の性別は、平日利用者の約 8割が女性で占めています。平成 25 年と比べて少しだけ女性

比率が減少しました。休日の利用者は、男性の利用が 4割まで増加しました。 

路線別に見ると、いずれも女性比率が高い傾向にありますが、篠田桜が丘線や上林線・於見市

野瀬線では、男性比率が 3～4 割見られます。 

 

図 1-37 系統別の利用者属性：性別・平日 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集          

 

 

図 1-38 系統別の利用者属性：性別・休日 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集          
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＜利用者属性・年齢＞ 平成 25 年度および平成 30 年度あやバス利用状況調査より 

平日利用者の年齢は、学生が 13％、若年層が 7％、中年層が 15％、高齢者が 65％を占めていま

す。平成 25 年と比べて、学生利用が減少し、若年層や中年層の比率が増加しています。路線別に

みると、上林線・於見市野瀬線の学生利用率は高い傾向にあります。また、篠田桜が丘線や紫水

ケ丘公園線は若年層利用率が高い傾向にあります。一部の路線を除き、高齢者以外の利用が増え

ている傾向にあります。 

休日利用者の年齢は、学生が 15％、若年層が 14％、中年層が 24％、高齢者が 47％を占めてい

ます。平日の年齢と比較して、高齢者の利用割合が減少しています。一部の系統を除き、学生の

利用割合が増加している点や、東西線での非高齢者利用が増えている点が理由として考えられま

す。 

 

 

図 1-39 系統別の利用者属性：年齢・平日 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集          

 

 

図 1-40 系統別の利用者属性：年齢・休日 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集          
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＜バス停別利用者数＞ 平成 25 年度および平成 30 年度あやバス利用状況調査より 

平日の利用の多いバス停は、「綾部駅南口」「市立病院前」「あやべグンゼスクエア前」などの、

まちなかのバス停利用が多くを占めています。この 3 バス停で、全体の 3 割を占めています。 

休日の利用の多いバス停は、「綾部駅南口」「あやべグンゼスクエア前」「綾高前」などの、まち

なかのバス停利用が多くを占めています。この 3 バス停で、全体の 3 割を占めています。 

 

表 1-10 平日の利用の多いバス停 

順位 バス停名 利用者数(人) 割合 

1 綾部駅南口 149 18% 

2 市立病院前 53 6% 

3 あやべグンゼスクエア前 41 5% 

4 西町二丁目 37 5% 

5 綾高前 34 4% 

6 バザールタウン前 29 4% 

7 大町バスターミナル 25 3% 

8 警察署前 23 3% 

9 東綾小・中学校前 20 2% 

10 市民ホール前 16 2% 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集      

 

表 1-11 休日の利用の多いバス停 

順位 バス停名 利用者数(人) 割合 

1 綾部駅南口 86 22% 

2 あやべグンゼスクエア前 25 6% 

3 綾高前 16 4% 

4 市立病院前 14 4% 

5 西町二丁目 14 4% 

6 青野 13 3% 

7 バザールタウン前 12 3% 

8 警察署前 11 3% 

9 東綾小・中学校前 11 3% 

10 大町バスターミナル 10 3% 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集      
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上林線・於見市野瀬線の平日利用は、「綾部駅南口」が最も多く、次いで「大町バスターミナル」

や「東綾小・中学校前」「綾高前」が続きます。通学利用が多く見られます。 

休日利用は、平日よりも利用が少ない傾向にあります。バス停別の利用では、「綾部駅南口」が

最も多く、次いで「東綾小・中学校前」や「大町バスターミナル」が続きます。 

平日、休日ともに、まちなかでの利用が多い傾向にあります。また、地域の拠点である大町バ

スターミナルでの利用が多い傾向にあります。 

 

 

 

図 1-41 上林線・於見市野瀬線の乗車人数と降車人数（上：平日調査、下：休日調査） 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集    
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東西線の平日利用は、「綾部駅南口」が最も多く、次いで「市立病院前」や「高津東」が続きま

す。 

休日利用は、平日よりも利用が少ない傾向にあります。バス停別の利用では、「綾部駅南口」が

最も多く、次いで「警察署前」や「青野」「あやべグンゼスクエア前」が続きます。平日利用の多

かった病院利用はほぼ利用がありません。 

平日、休日ともに、まちなかでの利用が多い傾向にあります。 

 

 

 

図 1-42 東西線の乗車人数と降車人数（上：平日調査、下：休日調査） 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集    
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志賀南北線の平日利用は、「綾部駅南口」が最も多く、次いで「バザールタウン前」や「市立病

院前」が続きます。 

休日利用は、平日よりも利用が少ない傾向にあります。バス停別の利用では、「綾部駅南口」が

最も多く、次いで「バザールタウン前」や「物部」が続きます。平日利用の多かった病院利用はほ

ぼ利用がありません。 

平日、休日ともに、まちなかでの利用が多い傾向にあります。 

 

 

 

図 1-43 志賀南北線の乗車人数と降車人数（上：平日調査、下：休日調査） 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集    
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西坂線の平日利用は、「綾部駅南口」が最も多く、次いで「松原」が続きます。利用者が 0人の

バス停が多く見られます。 

休日利用は、平日よりも利用が少ない傾向にあります。バス停別の利用では、「あやべグンゼス

クエア前」が最も多く、次いで「綾部駅南口」や「清山荘前」が続きます。利用者が 0 人のバス

停が多く見られます。平日と比較して、利用が分散する傾向にあります。 

 

 

 

図 1-44 西坂線の乗車人数と降車人数（上：平日調査、下：休日調査） 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集    
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篠田桜が丘線の平日利用は、「あやべグンゼスクエア前」が最も多く、次いで「綾部駅南口」や

「桜が丘団地」が続きます。 

休日利用は、平日よりも利用が少ない傾向にあります。バス停別の利用では、「あやべグンゼス

クエア前」が最も多く、次いで「佐里」や「桜が丘団地」「綾部駅南口」が続きます。 

平日、休日ともに、まちなかでの利用が多い傾向にあります。また、住宅地である「桜が丘団

地」での利用が多い傾向にあります。 

 

 

 

図 1-45 篠田桜が丘線の乗車人数と降車人数（上：平日調査、下：休日調査） 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集    
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黒谷線の平日利用は、「綾部駅南口」が最も多く、次いで「上杉」や「八田診療所前」が続きま

す。利用者が 0 人のバス停も少し見られます。 

休日利用は、平日よりも利用が少ない傾向にあります。バス停別の利用では、「綾部駅南口」が

最も多く、次いで「渕垣駅」や「青野」が続きます。利用者が 0 人のバス停も少し見られます。 

平日、休日ともに、「綾部駅南口」での利用が多い傾向にあります。ただ、それ以外のバス停は、

分散する傾向にあります。 

 

 

 

図 1-46 黒谷線の乗車人数と降車人数（上：平日調査、下：休日調査） 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集    
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西八田線の平日利用は、「西町二丁目」「あやべグンゼスクエア前」が最も多く、次いで「綾部

駅南口」や「七百石」が続きます。利用者が 0 人のバス停も少し見られます。 

休日利用は、平日よりも利用が少ない傾向にあります。バス停別の利用では、「綾部駅南口」が

最も多く、次いで「京セラ前」や「綾高東分校前」が続きます。利用者が 0 人のバス停も少し見

られます。 

 

 

 

図 1-47 西八田線の乗車人数と降車人数（上：平日調査、下：休日調査） 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集    
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紫水ケ丘公園線の平日利用は、「紫水ケ丘団地西」が最も多く、次いで「綾部駅南口」や「バザ

ールタウン前」が続きます。 

休日は利用がほとんどありません。バス停別の利用では、「紫水ケ丘団地西」や「綾部駅南口」、

「バザールタウン前」で利用があります。 

 

 

 

図 1-48 紫水ケ丘公園線の乗車人数と降車人数（上：平日調査、下：休日調査） 

出典：綾部市あやバス利用促進支援事業報告書（平成 31 年 3 月）のデータを編集    
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2．既存アンケート調査結果からニーズ等の整理 

2.1 住民アンケート調査＜令和元年実施、総合計画策定のために実施） 

(1) 綾部市に対するイメージ 

市民、中学生、企業従業員で共通して「自然が豊かなまち」が最も割合が高く、次いで「治安の

よいまち」が高くなっています。 

公共交通に関連する項目として「交通の便がよいまち」については、市民が 7.8％、中学生が

7.8％、企業従業員が 9.7％と、市民等からイメージされにくい項目であることがわかります。 

 

 

図 2-1 綾部市に対するイメージ 

出典：第 6 次綾部市総合計画及び第 2 期綾部市地方創生総合戦略策定に向けたアンケート調査結果 
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(2) 綾部市に住みたくない理由 

綾部市に住みたくない理由としては、市民、中学生に共通して交通や買い物などの生活の不便

さの割合が高くなっています。 

  

図 2-2 住みたくない理由（左：市民の回答、右：中学生の回答） 

出典：第 6 次綾部市総合計画及び第 2 期綾部市地方創生総合戦略策定に向けたアンケート調査結果 

 

(3) 綾部市の将来像 

「子どもから高齢者まで、だれもがいつまでも安心して暮らせる、やすらぎのまち」について

は、市民で特に割合が高くなっています。また、「商業が盛んで、買い物に便利な、にぎわいのあ

るまち」は、中学生や企業従業員からの割合が高くなっています。 

 

図 2-3 綾部市がどのようなまちになると良いか 

出典：第 6 次綾部市総合計画及び第 2 期綾部市地方創生総合戦略策定に向けたアンケート調査結果    
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〈 住みたくない理由（市民）〉

69.5%
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33.3%

26.0%
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13.0%
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無回答

〈 住みたくない理由（中学生） 〉

商業が

盛ん

で、買

い物に

便利

な、に

ぎわい

のある

まち

工業が

発展し

た、も

のづく

りのま

ち

農業や

林業な

ど、地

域の資

源を活

かした

産業が

盛んな

まち

知名度

が高

く、全

国から

多くの

人が訪

れる、

交流と

観光の

まち

出産、

子育て

をする

環境が

充実し

た、子

育てし

やすい

まち

子供た

ちの個

性や生

きる力

を育

む、教

育のま

ち

子供か

ら高齢

者ま

で、だ

れもが

いつま

でも安

心して

暮らせ

る、や

すらぎ

のまち

医療や

保健

サービ

スが充

実した

健康の

まち

災害に

強く、

事故や

犯罪の

ない、

安全な

まち

道路や

公園、

公共な

施設が

整備さ

れたま

ち

豊かな

緑に囲

まれ、

自然と

ともに

暮らせ

る住環

境の良

いまち

情報・

通信機

能など

のテク

ノロ

ジーが

導入さ

れた、

最先端

技術を

活用す

るまち

さまざ

まな

人々や

団体が

交流

し、地

域活動

が盛ん

な、支

え合い

のまち

行政情

報が十

分に公

開さ

れ、市

民の声

が反映

され

る、官

民協働

のまち

市民(n=1199) 24.5% 11.3% 20.1% 9.0% 29.9% 9.8% 47.0% 35.8% 24.5% 7.4% 18.3% 3.5% 6.9% 9.6%

中学生(n=511) 47.6% 5.1% 8.8% 18.8% 8.2% 9.6% 20.0% 11.4% 22.7% 13.7% 17.6% 10.0% 4.1% 5.7%

企業従業員(n=434) 45.6% 29.7% 12.9% 10.8% 30.6% 6.9% 23.0% 19.4% 17.5% 14.5% 15.9% 9.0% 4.1% 3.0%
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〈 綾部市がどのようなまちになると良いか 〉
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(4) 市の取組の満足度・改善度・重要度 

＜満足度・改善度・重要度の個別の評価＞ 

公共交通に対する評価（公共交通の充実）は、取組の中でも満足度が低く、44.2％にとどまっ

てる。また、改善度の評価（改善されたか否か）も低く、46.5％という結果となった。 

一方で、重要度としては 80.5％と高く、現在の公共交通サービスの評価が相対的に低いため、

今後の対策（サービス充実等）が必要だという意向と考えられる。 

 

 

図 2-4 取組毎の満足度・改善度・重要度 

出典：第 6 次綾部市総合計画及び第 2 期綾部市地方創生総合戦略策定に向けたアンケート調査結果 
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2.2 住民アンケート調査＜令和３年実施、府北部の公共交通計画策定のために実施） 

(1) 路線バスに対するイメージ 

総合的な評価としては、「満足」が 16.5％などと、「満足」よりの評価となっています。 

項目別にみると、「自宅の最寄りバス停の位置」、「目的地の最寄りバス停の位置」、「時刻表通り

の運行」、「乗り降りのしやすさ」、「運行ルートや時刻表の分かりやすさ」「まちなかへの行きやす

さ」といった項目では「満足」「やや満足」とした回答が多く、一方、「1 日の運行本数」、「終発時

刻」、「バス停留所の快適性」といった項目では「不満」「やや不満」とした回答が多い傾向にあり

ます。 

なお、30～40 歳代からは、時刻関係(⑤と⑥)、わかりやすさ(⑪)、停留所(⑫)に関して、「不満」

の評価割合が増えています。 

 

図 2-5 バス路線に対する評価（あやバス利用のみ） 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査      
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48 

＜路線別の評価＞ 

一定の回答者数(20 件以上)がある中で評価の高いのは紫水ヶ丘公園線 3.7、東西線と志賀南北

線の 3.5 であります。回答数は 10 件ですが於見市野瀬線も 3.8 高評価でした。一方で、西坂線

2.5 は評価が低い結果となりました。 

［運行状況について］ 

・「1 日の運行本数」は、ほとんどの路線において低い評価となりました。 

また、「始発時刻」「終発時刻」「鉄道との乗り継ぎ利便性」は、多くの路線で評価が低い結

果となりました。 

・一方で、バス停位置や運行ルートについて、時刻表通りの運行は、全体的に評価は低くな

い結果となりました。 

［車両、停留所環境について］ 

・「バス停留所の快適性」は、ほとんどの路線で低い傾向にあります。 

［中心地アクセス性］ 

・JR 綾部駅への行きやすさについては、西坂線で 2.5 と評価が低いですが、その他の路線の

評価は高い結果となりました。 

 

表 2-1 自宅の最寄りバス路線に対する評価（あやバスのみ） 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査 

 

 

 

 

 

上林線 於⾒市
野瀬線 東⻄線 志賀南北線 ⻄坂線 篠田

桜が丘線 ⿊⾕線 ⻄八田線 紫水ヶ丘
公園線
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⾃宅の最寄バス停
の位置 3.4 3.8 3.7 3.9 3.8 3.4 3.4 3.9 4.4

目的地の最寄バス
停の位置 3.6 4.3 3.5 4.3 3.7 3.4 4.1 3.9 4.4

始発時刻 3.4 4.5 3.1 3.0 2.6 2.2 2.6 2.8 3.5

終発時刻 3.2 3.5 3.1 2.9 2.0 2.2 2.4 2.8 3.4

時刻表通りの運⾏ 3.7 3.7 4.1 4.5 3.0 3.5 3.8 3.5 4.3

鉄道との乗り継ぎ
の利便性 3.3 4.0 3.4 3.5 2.7 2.3 2.7 2.4 2.7

別のバス路線との
乗り継ぎの利便性 3.4 4.0 3.6 3.5 3.3 2.5 2.8 2.6 3.5

バス⾞両の
乗り降りのしやすさ 3.5 3.5 3.8 4.0 3.2 3.9 3.2 3.5 4.0

運⾏ルートや時刻表
の分かりやすさ 3.7 3.8 3.8 3.7 2.7 3.6 3.4 3.5 4.1

バス停留所の
快適性 2.9 3.8 3.3 3.0 2.1 2.8 2.4 2.5 2.9

中心地
アクセス性

まちなか（JR綾部
駅）への⾏きやすさ 3.6 4.0 3.8 4.1 2.5 3.4 3.5 3.2 4.2

回答者数(人）

総合評価

運⾏状況に
ついて

⾞両・停留
所環境につ
いて
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(2) バスの利用が増えるための改善点について 

「利用したい時間帯に運行するダイヤとする」が 42%と最も多い。 

次いで「鉄道とバスの乗換を便利にする」が 25%、「バス停留所に屋根や椅子を設ける」が 21％

の順となっている。 

 

表 2-2 バス利用が増えるための改善点 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査    

 

＜年齢別の評価＞ 

年齢別にみると、10 代 20 代ではサンプル数が少ないが、「利用したい時間帯に運行するダイヤ

とする」の割合が高い。30 代以上の年代でも「利用したい時間帯に運行するダイヤとする」の割

合が高い。また、年齢層の高い世代では「バス停留所に屋根や椅子を設ける」、「鉄道とバスの乗

換を便利にする」の要望が強くなる傾向にある。 

 

表 2-3 バス利用が増えるための改善点（年齢別） 

 

 

 

 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査   

 

 

1 よく利用する商業施設や病院の玄関付近にバス停を設置する 23 8.0
2 よく利用する商業施設や病院付近を新たに経由する 12 4.2
3 利用したい時間帯に運行するダイヤとする 120 42.0
4 バス停留所に屋根や椅子を設ける 61 21.3
5 鉄道とバスの乗換を便利にする 73 25.5
6 バスとバスの乗り継ぎを便利にする 47 16.4
7 バリアフリーの充実 29 10.1
8 鉄道・バスの運賃割引制度の充実 47 16.4
9 駅やバス停留所での路線案内や時刻案内を分かりやすくする 28 9.8

10 公共交通の時刻表や路線図等を掲載した冊子等を各⼾に配布する 21 7.3
11 主要商業施設・病院等へのバスでの行き方や時刻表の周知・広報 34 11.9
12 その他 71 24.8

286 100.0

バス利用が増えるための改善点について 回答者数
（人） 回答割合（％）

合  計

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
10代(N=3) 0% 0% 67% 0% 0% 0% 0% 33% 33% 33% 0% 0%
20代(N=5) 0% 0% 80% 0% 0% 20% 0% 0% 20% 0% 0% 0%
30代(N=19) 11% 5% 47% 5% 26% 11% 16% 16% 21% 21% 16% 16%
40代(N=29) 3% 3% 66% 17% 24% 14% 0% 17% 14% 7% 3% 21%
50代(N=39) 0% 0% 54% 21% 26% 15% 10% 26% 8% 5% 8% 23%
60代(N=57) 7% 4% 40% 16% 25% 16% 9% 16% 0% 5% 18% 33%
70代(N=80) 6% 5% 35% 34% 26% 16% 9% 16% 9% 6% 14% 21%
80代以上(N=49) 18% 4% 22% 20% 29% 22% 16% 10% 12% 4% 8% 31%

1.よく利⽤する商業施設や病院の玄関付近にバス停を設置する 7.バリアフリーの充実 
2.よく利⽤する商業施設や病院付近を新たに経由する  8.鉄道・バスの運賃割引制度の充実 
3.利⽤したい時間帯に運⾏するダイヤとする   9.駅やバス停留所での路線案内や時刻案内を分かりやすくする 
4.バス停留所に屋根や椅子を設ける   10.公共交通の時刻表や路線図等を掲載した冊子等を各⼾に配布する 
5.鉄道とバスの乗換を便利にする   11.主要商業施設・病院等へのバスでの⾏き方や時刻表の周知・広報 
6.バスとバスの乗り継ぎを便利にする   12.その他 
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＜バス利用の有無別の評価＞ 

バス利用の有無別にみると、バス利用者層からは「利用したい時間帯に運行するダイヤとする」、

「バス停留所に屋根や椅子を設ける」、「鉄道とバスの乗換を便利にする」への要望が強く、バス

非利用層は「利用したい時間帯に運行するダイヤとする」の割合が強く、ダイヤ調整による利用

増加の可能性がうかがえる。 

 

表 2-4 バス利用が増えるための改善点（バス利用・非利用別） 

 

 

 

 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査   

 

＜運転免許保有の有無別の評価＞ 

自動車運転免許証の保有の有無別では、非保有者層では「利用したい時間帯に運行するダイヤ

とする」、「バス停留所に屋根や椅子を設ける」、「鉄道とバスの乗換を便利にする」への要望が強

い。 

 

表 2-5 バス利用が増えるための改善点（免許保有・非保有） 

 

 

 

 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査   

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
バス利⽤(N=77) 10% 5% 39% 29% 36% 25% 14% 16% 6% 6% 10% 17%
バス非利⽤(N=200) 7% 4% 43% 18% 21% 14% 9% 17% 11% 7% 13% 28%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

免許保有(N=219) 6% 4% 45% 19% 25% 15% 6% 16% 9% 6% 11% 26%

免許非保有(N=58) 14% 2% 31% 31% 28% 22% 19% 17% 10% 10% 14% 19%

1.よく利⽤する商業施設や病院の玄関付近にバス停を設置する 7.バリアフリーの充実 
2.よく利⽤する商業施設や病院付近を新たに経由する  8.鉄道・バスの運賃割引制度の充実 
3.利⽤したい時間帯に運⾏するダイヤとする   9.駅やバス停留所での路線案内や時刻案内を分かりやすくする 
4.バス停留所に屋根や椅子を設ける   10.公共交通の時刻表や路線図等を掲載した冊子等を各⼾に配布する 
5.鉄道とバスの乗換を便利にする   11.主要商業施設・病院等へのバスでの⾏き方や時刻表の周知・広報 
6.バスとバスの乗り継ぎを便利にする   12.その他 

1.よく利⽤する商業施設や病院の玄関付近にバス停を設置する 7.バリアフリーの充実 
2.よく利⽤する商業施設や病院付近を新たに経由する  8.鉄道・バスの運賃割引制度の充実 
3.利⽤したい時間帯に運⾏するダイヤとする   9.駅やバス停留所での路線案内や時刻案内を分かりやすくする 
4.バス停留所に屋根や椅子を設ける   10.公共交通の時刻表や路線図等を掲載した冊子等を各⼾に配布する 
5.鉄道とバスの乗換を便利にする   11.主要商業施設・病院等へのバスでの⾏き方や時刻表の周知・広報 
6.バスとバスの乗り継ぎを便利にする   12.その他 
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(3) 住民の考える綾部市の公共交通のあり方［持続可能な交通体系を構築するために］ 

「市民に対して環境にやさしい行動の一つとしてバス利用を呼び掛ける」が 37％と最も多い。

次いで「マッチングアプリや地域ポイントの導入により住民同士の送迎を支援する」と「企業や

病院等の送迎バスに、一般客も運賃を払って乗車できるようにする」がともに32％と続いている。 

一方で、「バスの運賃を上げ、増収を図る」は 4％にとどまっている。 

 

表 2-6 持続可能な交通体系を構築するための取組の基本方針について 

 
出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査    

 

＜年齢別の評価＞ 

「企業や病院等の送迎バスに、一般客も運賃を払って乗車できるようにする」はどの年代から

も一定の支持が得られている。高齢者では、「市民に対して環境にやさしい行動の一つとしてバス

利用を呼び掛ける」について賛同する声が多くなる傾向にある。 

 

表 2-7 持続可能な交通体系を構築するための取組の基本方針（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査       

 

 

 

 

 

1 バス路線は利用の多い路線のみに限定して増便する 75 24.5
2 マッチングアプリや地域ポイントの導⼊により住⺠同⼠の送迎を⽀援する 99 32.4
3 企業や病院等の送迎バスに、一般客も運賃を払って乗車できるようにする 98 32.0
4 他の生活関連予算をバス路線の赤字補填に充てる 32 10.5
5 バスの運賃を上げ、増収を図る 12 3.9
6 市⺠に対して環境にやさしい行動の一つとしてバス利用を呼び掛ける 112 36.6
7 その他 32 10.5

306 100.0

持続可能な交通体系を構築するための取組の基本方針 回答者数
（人） 回答割合（％）

合計（人）

1 2 3 4 5 6 7
10代(N=4) 25% 0% 0% 0% 0% 75% 0%
20代(N=6) 17% 17% 50% 0% 0% 17% 0%
30代(N=24) 42% 38% 33% 0% 4% 17% 13%
40代(N=38) 16% 32% 37% 11% 0% 34% 13%
50代(N=43) 37% 40% 35% 5% 5% 23% 7%
60代(N=54) 17% 35% 35% 13% 0% 39% 9%
70代(N=84) 26% 32% 24% 14% 8% 43% 11%
80代以上(N=52) 19% 27% 35% 13% 4% 46% 13%

1.バス路線は利⽤の多い路線のみに限定して増便する 
2.マッチングアプリや地域ポイントの導入により住⺠同⼠の送迎を支援する 
3.企業や病院等の送迎バスに、一般客も運賃を払って乗⾞できるようにする 
4.他の生活関連予算をバス路線の赤字補填に充てる 
5.バスの運賃を上げ、増収を図る 
6.市⺠に対して環境にやさしい⾏動の一つとしてバス利⽤を呼び掛ける 
7.その他 
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＜バス利用の有無別の評価＞ 

バス利用の有無別にみると、バス利用者層は「市民に対して環境にやさしい行動の一つとして

バス利用を呼び掛ける」、非利用者層は「マッチングアプリや地域ポイントの導入により住民同士

の送迎を支援する」、「企業や病院等の送迎バスに、一般客も運賃を払って乗車できるようにする」、

「市民に対して環境にやさしい行動の一つとしてバス利用を呼び掛ける」の割合が高い。 

 

表 2-8 持続可能な交通体系を構築するための取組の基本方針（バス利用・非利用別） 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査       

 

＜運転免許保有の有無別の評価＞ 

自動車運転免許証の保有の有無別にみると、非保有者層は「市民に対して環境にやさしい行動

の一つとしてバス利用を呼び掛ける」、保有者層は「企業や病院等の送迎バスに、一般客も運賃を

払って乗車できるようにする」、「マッチングアプリや地域ポイントの導入により住民同士の送迎

を支援する」、「市民に対して環境にやさしい行動の一つとしてバス利用を呼び掛ける」の割合が

高い。 

 

表 2-9 持続可能な交通体系を構築するための取組の基本方針（免許保有・非保有） 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査       

 

  

1 2 3 4 5 6 7
バス利⽤(N=65) 26% 32% 28% 18% 5% 55% 8%
バス非利⽤(N=206) 25% 34% 33% 8% 4% 30% 11%

1 2 3 4 5 6 7
免許保有(N=251) 25% 35% 33% 8% 4% 32% 11%
免許非保有(N=48) 17% 25% 27% 21% 4% 58% 10%

1.バス路線は利⽤の多い路線のみに限定して増便する 
2.マッチングアプリや地域ポイントの導入により住⺠同⼠の送迎を支援する 
3.企業や病院等の送迎バスに、一般客も運賃を払って乗⾞できるようにする 
4.他の生活関連予算をバス路線の赤字補填に充てる 
5.バスの運賃を上げ、増収を図る 
6.市⺠に対して環境にやさしい⾏動の一つとしてバス利⽤を呼び掛ける 
7.その他 

1.バス路線は利⽤の多い路線のみに限定して増便する 
2.マッチングアプリや地域ポイントの導入により住⺠同⼠の送迎を支援する 
3.企業や病院等の送迎バスに、一般客も運賃を払って乗⾞できるようにする 
4.他の生活関連予算をバス路線の赤字補填に充てる 
5.バスの運賃を上げ、増収を図る 
6.市⺠に対して環境にやさしい⾏動の一つとしてバス利⽤を呼び掛ける 
7.その他 



53 

(4) 住民の考える綾部市の公共交通のあり方［綾部市内の公共交通に求められる役割について］ 

○「子ども、学生、高齢者、免許を持たない人が出かけるための移動手段」が 78％と最も多い。  

○次いで「将来、運転免許証を返納したときの移動手段」が 72％である。 

○さらに「市民の買物や通院のための移動手段」が 68％、「いつでも利用できる安心感をもつ」が

66％と続いている。 

○運転免許証を持たない人や、将来運転免許証を持てなくなったときに必要だという意見や、い

つでも利用できる安心感を挙げる声が多い。 

 

表 2-10 綾部市内の公共交通に求める役割 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査   

 

  

1 市⺠の通勤や通学のための移動⼿段 241 60.7
2 市⺠の買物や通院のための移動⼿段 269 67.8
3 市⺠の趣味やサークル活動などでの移動⼿段 107 27.0
4 市⺠が周辺地域へ出かける場合の移動⼿段 155 39.0
5 市⺠が遠方へ出かける場合の移動⼿段 145 36.5
6 子ども、学生、高齢者、免許を持たない人が出かけるための移動⼿段 311 78.3
7 ケガ、飲酒、故障などで自動車を利用できないときの移動⼿段 187 47.1
8 将来、運転免許証を返納したときの移動⼿段 286 72.0
9 その他（移動⼿段としての役割） 9 2.3

10 いつでも利用できる安心感をもつ 261 65.7
11 自宅から通うことができるため、家賃や下宿代などの費用がかからない 65 16.4
12 高校や大学などの進学先の選択肢を増やす 75 18.9
13 市⺠が自由に外出できることで、にぎわいを作り出す 147 37.0
14 綾部市外からの訪問者を受け⼊れ、観光地や商業施設のにぎわいを作り出す 126 31.7
15 綾部市の魅力・ステータスを高める 73 18.4
16 自動車利用を減らすことで、道路の混雑を減らす 68 17.1
17 自動車利用を減らすことで、自然環境を守る 100 25.2
18 自動車利用を減らすことで、交通事故を減らす 99 24.9
19 その他（地域（綾部市）における役割） 10 2.5

397 100.0

綾部市内の公共交通に求める役割 回答者数
（人） 回答割合（％）

合計（人）

移
送
手
段
と
し
て
の
役
割 

地
域
协
綾
部
市
卐
と
し
て
の
役
割 
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＜年齢別の評価＞ 

年齢別にみると、どの年代でも「子ども、学生、高齢者、免許を持たない人が出かけるための

移動手段」、「将来、運転免許証を返納したときの移動手段」、「いつでも利用できる安心感をもつ」

に対してあてはまるという意見が多い。 

また、年齢間を比較すると、年齢層が高くなるにつれ「市民の買物や通院のための移動手段」、

「将来、運転免許証を返納したときの移動手段」の割合が高くなる。また、10 代～30 代では「高

校や大学などの進学先の選択肢を増やす」、50 代～70 代では「市民が遠方へ出かける場合の移動

手段」、80 代では「市民の趣味やサークル活動などでの移動手段」、「自動車利用を減らすことで、

交通事故を減らす」、「自動車利用を減らすことで、自然環境を守る」の割合が高くなるのが特徴

的である。 

 

表 2-11 綾部市内の公共交通に求める役割（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査  

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10代(N=4) 75% 50% 25% 50% 100% 100% 50% 50% 0%

20代(N=7) 57% 43% 29% 43% 43% 71% 43% 71% 0%

30代(N=25) 68% 56% 16% 40% 32% 72% 48% 64% 0%

40代(N=41) 63% 41% 17% 29% 24% 78% 61% 56% 0%

50代(N=48) 69% 65% 23% 35% 48% 77% 54% 67% 2%

60代(N=72) 68% 68% 25% 38% 38% 89% 40% 82% 4%

70代(N=117) 62% 78% 32% 44% 40% 78% 45% 79% 2%

80代以上(N=82) 45% 76% 32% 39% 28% 73% 45% 68% 4%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

10代(N=4) 62% 23% 46% 46% 31% 23% 8% 23% 23% 8%

20代(N=7) 53% 17% 39% 36% 33% 17% 17% 17% 28% 8%

30代(N=25) 66% 19% 40% 38% 32% 15% 23% 21% 36% 4%

40代(N=41) 65% 20% 29% 29% 27% 6% 20% 19% 28% 2%

50代(N=48) 69% 15% 25% 31% 24% 12% 11% 18% 20% 5%

60代(N=72) 70% 12% 16% 44% 30% 16% 16% 19% 22% 6%

70代(N=117) 60% 6% 9% 28% 24% 12% 16% 23% 28% 2%

80代以上(N=82) 68% 14% 11% 35% 33% 12% 30% 33% 36% 2%

移送手段としての役割 

1.市⺠の通勤や通学のための移動手段 
2.市⺠の買物や通院のための移動手段 
3.市⺠の趣味やサークル活動などでの移動手段 
4.市⺠が周辺地域へ出かける場合の移動手段 
5.市⺠が遠方へ出かける場合の移動手段 
6.子ども、学生、⾼齢者、免許を持たない人が出かけるための移動手段 
7.ケガ、飲酒、故障などで⾃動⾞を利⽤できないときの移動手段 
8.将来、運転免許証を返納したときの移動手段 
9.その他（移動手段としての役割） 

地域（綾部市）としての役割 

10.いつでも利⽤できる安心感をもつ 
11.⾃宅から通うことができるため、家賃や下宿代などの費⽤がかからない 
12.⾼校や大学などの進学先の選択肢を増やす 
13.市⺠が⾃由に外出できることで、にぎわいを作り出す 
14.綾部市外からの訪問者を受け入れ、観光地や商業施設のにぎわい
を作り出す 
15 綾部市の魅⼒・ステータスを⾼める 
16.⾃動⾞利⽤を減らすことで、道路の混雑を減らす 
17.⾃動⾞利⽤を減らすことで、⾃然環境を守る 
18.⾃動⾞利⽤を減らすことで、交通事故を減らす 
19.その他（地域（綾部市）における役割） 
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＜バス利用の有無別の評価＞ 

バスの利用の有無別にみると、バス非利用者層では 74％が「将来、運転免許証を返納したとき

の移動手段」、64%が「いつでも利用できる安心感をもつ」と回答しており、現在利用していなく

ても自分自身にとってバスが必要だとの認識を示していることが分かる。 

表 2-12 綾部市内の公共交通に求める役割（バス利用・非利用別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査  

 

＜運転免許保有の有無別の評価＞ 

自動車運転免許の保有の有無別にみると、保有者層では 78％が「将来、運転免許証を返納した

ときの移動手段」と回答している。また、保有者層、非保有者層ともに「子ども、学生、高齢者、

免許を持たない人が出かけるための移動手段」、「市民の買物や通院のための移動手段」、「いつで

も利用できる安心感をもつ」の割合が高い。 

表 2-13 綾部市内の公共交通に求める役割（免許保有・非保有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 3 年度京都府北部地域の公共交通に関するアンケート調査  

1 2 3 4 5 6 7 8 9

バス利⽤(N=87) 63% 83% 31% 46% 39% 92% 55% 69% 2%

バス非利⽤(N=264) 61% 64% 26% 36% 36% 77% 45% 74% 3%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

バス利⽤(N=87) 74% 16% 23% 48% 41% 23% 21% 34% 30% 1%

バス非利⽤(N=264) 64% 16% 19% 33% 28% 16% 15% 24% 23% 3%

1 2 3 4 5 6 7 8 9

免許保有(N=313) 64% 66% 27% 39% 36% 79% 50% 78% 3%

免許非保有(N=72) 51% 76% 25% 38% 39% 78% 38% 50% 1%

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

免許保有(N=313) 66% 16% 20% 36% 31% 19% 16% 23% 23% 3%

免許非保有(N=72) 64% 19% 15% 42% 33% 14% 21% 33% 32% 0%

移送手段としての役割 

1.市⺠の通勤や通学のための移動手段 
2.市⺠の買物や通院のための移動手段 
3.市⺠の趣味やサークル活動などでの移動手段 
4.市⺠が周辺地域へ出かける場合の移動手段 
5.市⺠が遠方へ出かける場合の移動手段 
6.子ども、学生、⾼齢者、免許を持たない人が出かけるための移動手段 
7.ケガ、飲酒、故障などで⾃動⾞を利⽤できないときの移動手段 
8.将来、運転免許証を返納したときの移動手段 
9.その他（移動手段としての役割） 

地域（綾部市）としての役割 

10.いつでも利⽤できる安心感をもつ 
11.⾃宅から通うことができるため、家賃や下宿代などの費⽤がかからない 
12.⾼校や大学などの進学先の選択肢を増やす 
13.市⺠が⾃由に外出できることで、にぎわいを作り出す 
14.綾部市外からの訪問者を受け入れ、観光地や商業施設のにぎわい
を作り出す 
15 綾部市の魅⼒・ステータスを⾼める 
16.⾃動⾞利⽤を減らすことで、道路の混雑を減らす 
17.⾃動⾞利⽤を減らすことで、⾃然環境を守る 
18.⾃動⾞利⽤を減らすことで、交通事故を減らす 
19.その他（地域（綾部市）における役割） 

移送手段としての役割 
1.市⺠の通勤や通学のための移動手段 
2.市⺠の買物や通院のための移動手段 
3.市⺠の趣味やサークル活動などでの移動手段 
4.市⺠が周辺地域へ出かける場合の移動手段 
5.市⺠が遠方へ出かける場合の移動手段 
6.子ども、学生、⾼齢者、免許を持たない人が出かけるための移動手段 
7.ケガ、飲酒、故障などで⾃動⾞を利⽤できないときの移動手段 
8.将来、運転免許証を返納したときの移動手段 
9.その他（移動手段としての役割） 

地域（綾部市）としての役割 
10.いつでも利⽤できる安心感をもつ 
11.⾃宅から通うことができるため、家賃や下宿代などの費⽤がかからない 
12.⾼校や大学などの進学先の選択肢を増やす 
13.市⺠が⾃由に外出できることで、にぎわいを作り出す 
14.綾部市外からの訪問者を受け入れ、観光地や商業施設のにぎわい
を作り出す 
15 綾部市の魅⼒・ステータスを⾼める 
16.⾃動⾞利⽤を減らすことで、道路の混雑を減らす 
17.⾃動⾞利⽤を減らすことで、⾃然環境を守る 
18.⾃動⾞利⽤を減らすことで、交通事故を減らす 
19.その他（地域（綾部市）における役割） 


